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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第35期
第３四半期
累計期間

第35期
第３四半期
会計期間

第34期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 752,436 255,8641,324,420

経常利益（千円） 3,406 16,977 121,341

四半期純利益又は当期純利益（千円） 1,145 10,377 57,927

持分法を適用した場合の投資損失（△）（千円）  △5,251 △5,251 ─　

資本金（千円） － 221,240 221,240

発行済株式総数（千株） － 3,500 3,500

純資産額（千円） － 689,267 718,520

総資産額（千円） － 1,053,5211,112,995

１株当たり純資産額（円） － 196.97 210.01

１株当たり四半期純利益金額又は当期純利益金額（円） 0.33 2.99 16.92

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円）  ─  ─ 　─

１株当たり配当額（円）  ─  ─ 8.50

自己資本比率（％） － 65.4 64.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△88,398 － 165,400

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△68,861 － △114,673

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
15,270 － △72,353

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 59,764 201,754

従業員数（人） － 91 89

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在

しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社となりました。

名称 住所
資本金
(百万円)

主要な事業の内容
議決権の所有割合

(％)
関係内容

（関連会社）

㈱テクシードコンパス
名古屋市中区 50

コンピュータ販売・

ソフトウェア開発
20 

当社ホームページ

作成・保守

  
 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 91     

　（注）　従業員数は就業人員であります。なお、臨時雇用者は採用しておりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

システム開発（千円） 122,945

　（注）１．金額は製造原価により算出しております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）仕入実績

　当第３四半期会計期間の仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

商品（千円） 50,605

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当第３四半期会計期間の受注状況を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

受注高（千円） 受注残高（千円）

システム開発 223,814 258,415

商品 47,967 49,388

合計 271,781 307,803

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．継続的役務の提供に関する受注残高は、当第３四半期会計期間末時点における先３か月間分の売上計上見込

金額が記載してあります。

(4）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。

品目別
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

システム開発（千円） 195,946

商品（千円） 59,918

合計（千円） 255,864

（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 
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２【経営上の重要な契約等】

　当社は、平成20年10月22日開催の取締役会において、株式会社日本テクシード及び株式会社テクシードコンパスとの

資本・業務提携に関する契約を締結することを決議し、同日、資本・業務提携契約を締結いたしました。

(1）業務提携の内容

　相互の顧客紹介、共同または協力によるコンピュータシステム開発及びコンピュータ関連機器の販売を行うこと

を軸に検討を進め、実行してまいります。

(2）資本提携の内容

　①当社は、株式会社日本テクシードが保有する株式会社テクシードコンパスの発行済株式総数の20％にあたる

200株を31,200千円で平成20年10月22日に取得しております。

　②株式会社日本テクシードは、当社の自己株式処分の引受けも含め、31,200千円を上限に当社株式を取得してお

ります。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。　

 (1) 業績の状況　

　当第３四半期会計期間におけるわが国の経済は、米国サブプライムローン問題に端を発する金融不安の表面化に

より、金融市場の混乱が続き、また景気の減速傾向・先行きへの不透明感が増大し、雇用情勢の悪化や企業の設備

投資も大幅に低下する状況となりました。　

　当情報サービス業界におきましても、景気減速に伴う顧客のシステム投資抑制、受注競争激化の傾向が見られる

ものと思われます。

　このような状況下、当社の業績は、受注遅延及び受注競争激化による価格の下落等環境は大変厳しく、売上高は２

億55百万円となりました。損益につきましては、経費の節減効果もあり、営業利益は14百万円、経常利益は16百万

円、四半期純利益は10百万円となりました。

 (2) キャッシュ・フローの状況　

 当第３四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の四半期末残高は、前事業年度末

に比べ１億41百万円減少し59百万円となりました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）　

営業活動の結果使用した資金は、40百万円となりました。これは主に、賞与引当金の減少及び法人税等の支払

によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

投資活動の結果使用した資金は、51百万円となりました。これは主に、関係会社株式の取得による支出による

ものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

財務活動の結果獲得した資金は、64百万円となりました。これは主に、短期借入金及び自己株式処分による収

入によるものであります。

 (3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第３四半期会計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。　

 (4) 研究開発活動

 当第３四半期会計期間における、研究開発活動はありません。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

前四半期会計期間末において、重要な設備の新設、除却等の計画はありません。また、当第３四半期会計期間にお

いて、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 12,000,000

計 12,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 3,500,000 3,500,000
名古屋証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は1,000

株であります。

計 3,500,000 3,500,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　旧商法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

　平成17年６月28日定時株主総会決議

 
第３四半期会計期間末現在
（平成20年12月31日）

新株予約権の数（個） 86（注）１．

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個）  ─

新株予約権の目的となる株式の種類
普通株式

単元株式数 1,000株 

新株予約権の目的となる株式の数（株） 86,000（注）２．

新株予約権の行使時の払込金額（円） 329（注）３．

新株予約権の行使期間
自　平成19年７月１日

至　平成22年６月30日

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格

資本組入額

329

165

新株予約権の行使の条件

新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時において当

社の取締役または従業員の地位にあることを要するものと

する。

その他の条件については、平成17年９月９日開催の当社取

締役会決議に基づき、当社と新株予約権割当契約書に定め

るところによる。

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権を譲渡するときは、取締役会の承認を要するも

のとする。

代用払込みに関する事項 ─ 

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 ─ 

（注）１．新株予約権１個につき目的となる株式数は、1,000株であります。 
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２．当社が株式分割または株式併合を行う場合、次の算式により目的となる株式の数を調整するものとする。ただ

し、かかる調整は、新株予約権のうち、当該時点で行使されていない新株予約権の目的となる株式の数について行

われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。 

　調整後株式数＝調整前株式数×分割・併合の比率 

 

　また、当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い新株予約権が承継される場合、または当社が新設分割もし

くは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める株式数の調整を行うことができるものとする。 

３．新株予約権発行後、次の事由が生じた場合は、それぞれの算式により払込金額を調整し、その調整により生ずる

１株未満の端数はいずれの場合においても切り上げる。 

①当社が株式分割または株式併合を行う場合 

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
１

分割・併合の比率

②当社が時価を下回る価額で新株式を発行または自己株式の処分を行う場合（時価発行として行う公募増資、新

株予約権の行使による場合を除く。） 

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たりの払込金額

調整後払込金額 ＝ 調整前払込金額 ×
新規発行前の株価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　なお、上記株式数において、「既発行株式数」とは当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の総数

を控除した数とし、また、自己株式の処分をする場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」に、

「１株当たりの払込金額」を「１株当たりの処分金額」に読み替えるものとする。

 

③当社が他社と吸収合併もしくは新設合併を行い本件新株予約権が承継される場合、または当社が新設分割もし

くは吸収分割を行う場合、当社は必要と認める払込金額の調整を行うことができるものとする。 

 

（３）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～　

平成20年12月31日
　－ 3,500 　－ 221,240 　－ 186,906

 

（５）【大株主の状況】

　当第３四半期会計期間において、株式会社日本テクシードに対して第三者割当による自己株式の処分を行いま

した。処分した自己株式は78,000株であり、株式会社日本テクシードの発行済株式総数に対する所有株式数の割

合は2.22％であります。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す

①【発行済株式】

 平成20年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）（注） 普通株式    　78,000 －  単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他） 普通株式   3,419,000 3,419 同上

単元未満株式 普通株式       3,000－ －

発行済株式総数 3,500,000 － －

総株主の議決権 － 3,419 －

  

②【自己株式等】

 平成20年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

株式会社テスク
名古屋市熱田区三番

町21－８
78,000 － 78,000 2.22

計 － 78,000 － 78,000 2.22

 

（注）　平成20年11日７日付で、第三者割当による自己株式の処分を行ったことにより、平成20年12月31日現在の完全議決

権株式（自己株式等）はありません。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 305 290 270 270 260 270 270 270 270

最低（円） 303 240 267 240 251 240 270 270 270

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

 

３【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。　
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 109,764 251,754

受取手形及び売掛金 188,776 176,485

有価証券 50,135 －

商品 2,975 －

仕掛品 34,158 12,985

その他 85,721 62,829

貸倒引当金 △157 △147

流動資産合計 471,374 503,907

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※
 58,681

※
 61,357

土地 165,110 165,110

その他（純額） ※
 15,301

※
 13,032

有形固定資産合計 239,093 239,499

無形固定資産 32,927 25,851

投資その他の資産

投資有価証券 224,395 307,017

関係会社株式 34,200 －

その他 51,530 36,719

投資その他の資産合計 310,126 343,737

固定資産合計 582,147 609,088

資産合計 1,053,521 1,112,995

負債の部

流動負債

買掛金 49,750 52,008

短期借入金 50,000 －

1年内返済予定の長期借入金 14,304 40,832

未払法人税等 － 8,151

賞与引当金 20,393 59,118

役員賞与引当金 － 5,000

その他 137,896 135,333

流動負債合計 272,344 300,443

固定負債

長期未払金 91,910 －

役員退職慰労引当金 － 90,839

その他 － 3,192

固定負債合計 91,910 94,031

負債合計 364,254 394,475
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成20年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 221,240 221,240

資本剰余金 186,906 186,906

利益剰余金 303,304 334,898

自己株式 △248 △24,709

株主資本合計 711,202 718,335

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △21,935 184

評価・換算差額等合計 △21,935 184

純資産合計 689,267 718,520

負債純資産合計 1,053,521 1,112,995
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 752,436

売上原価 528,112

売上総利益 224,324

販売費及び一般管理費 ※
 228,693

営業損失（△） △4,369

営業外収益

受取利息 587

受取配当金 5,732

その他 1,885

営業外収益合計 8,205

営業外費用

支払利息 429

営業外費用合計 429

経常利益 3,406

特別利益

投資有価証券売却益 58

特別利益合計 58

特別損失

固定資産除却損 4

特別損失合計 4

税引前四半期純利益 3,461

法人税、住民税及び事業税 614

法人税等調整額 1,701

法人税等合計 2,316

四半期純利益 1,145
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 255,864

売上原価 171,729

売上総利益 84,134

販売費及び一般管理費 ※
 69,462

営業利益 14,672

営業外収益

受取利息 185

受取配当金 1,634

その他 588

営業外収益合計 2,408

営業外費用

支払利息 102

営業外費用合計 102

経常利益 16,977

特別損失

固定資産除却損 4

特別損失合計 4

税引前四半期純利益 16,973

法人税、住民税及び事業税 △226

法人税等調整額 6,822

法人税等合計 6,595

四半期純利益 10,377
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 3,461

減価償却費 25,853

貸倒引当金の増減額（△は減少） 9

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,725

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △5,000

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △90,839

受取利息及び受取配当金 △6,320

支払利息 429

売上債権の増減額（△は増加） △12,291

たな卸資産の増減額（△は増加） △24,148

仕入債務の増減額（△は減少） △2,257

長期未払金の増減額（△は減少） 91,910

その他 △5,975

小計 △63,893

利息及び配当金の受取額 6,553

利息の支払額 △382

法人税等の支払額 △30,676

営業活動によるキャッシュ・フロー △88,398

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △5,176

無形固定資産の取得による支出 △23,873

投資有価証券の取得による支出 △5,390

投資有価証券の売却による収入 458

関係会社株式の取得による支出 △34,200

その他 △680

投資活動によるキャッシュ・フロー △68,861

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 50,000

長期借入金の返済による支出 △26,528

自己株式の取得による支出 △23

自己株式の処分による収入 20,826

配当金の支払額 △29,004

財務活動によるキャッシュ・フロー 15,270

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △141,990

現金及び現金同等物の期首残高 201,754

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 59,764
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

たな卸資産の評価基準及び評価方法の変更　

　たな卸資産については、従来、個別法による原価法によっておりましたが、第１四半期

会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号　平成18年７

月５日）が適用されたことに伴い、個別法による原価法（貸借対照表価額については収

益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。　

　これによる損益に与える影響は軽微であります。　

 

【追加情報】

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（役員退職慰労引当金）　

　従来、役員の退職慰労金の支出に備えるため、規程に基づく要支給額を計上しておりましたが、平成20年５月15日開催の

取締役会において、役員退職慰労金制度の廃止を決議し、平成20年６月25日開催の定時株主総会において、退職慰労金を

打切り支給することの承認を受けました。　

　これにより、役員退職慰労引当金を全額取崩し、打切り支給額の未払分91,910千円については、固定負債の「長期未払

金」として表示しております。　
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

※　有形固定資産の減価償却累計額     　 187,288千円※　有形固定資産の減価償却累計額     　179,820千円

 

（四半期損益計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給与手当　 85,548千円

賞与引当金繰入額　 5,015千円

役員退職慰労引当金繰入額　 1,070千円

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給与手当　 23,527千円

賞与引当金繰入額　 5,015千円

 

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

 (千円)

現金及び預金勘定 109,764

預入期間が３か月を超える定期預金 △50,000

現金及び現金同等物 59,764
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（株主資本等関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年

12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式　 　　　　3,500千株　

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式　　　　　　　 791株　

３．新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

４．配当に関する事項

配当金支払額　

 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月25日

定時株主総会
普通株式 29,081 8.5平成20年３月31日平成20年６月26日利益剰余金 

５．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成20年11月７日付で、株式会社日本テクシードに対して第三者割当による自己株式の処分を行いま

した。この結果、当第３四半期会計期間において利益剰余金が3,657千円、自己株式が24,483千円減少し、当第３

四半期会計期間末において利益剰余金が303,304千円、自己株式が248千円となっております。

 

（有価証券関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

  有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期会計期間末（平成20年12月31日）

　当社はデリバティブ取引を全く利用しておりませんので、該当事項はありません。

 

（持分法損益等）

当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成20

年４月１日　至　平成20年12月31日）

関連会社に対する投資に関する事項

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円） 5,251

 

 
当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

関連会社に対する投資の金額（千円） 34,200

持分法を適用した場合の投資の金額（千円） 28,948

持分法を適用した場合の投資損失の金額（千円） 5,251
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（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

  該当事項はありません。　

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成20年12月31日）

前事業年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 196.97円 １株当たり純資産額 210.01円

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 0.33円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.99円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

四半期純利益（千円） 1,145 10,377

普通株主に帰属しない金額（千円）  ─  ─

普通株式に係る四半期純利益（千円） 1,145 10,377

期中平均株式数（千株） 3,436 3,467

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益金額の算定に含めなかった

潜在株式で、前事業年度末から重要な変動があっ

たものの概要

　─ 　─

 

（重要な後発事象）

当第３四半期会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

  該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第３四半期累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っております

が、当第３四半期会計期間におけるリース取引残高は前事業年度末に比べて著しい変動が認められないため、記

載しておりません。　

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

   平成２１年２月１２日

株式会社テスク    

 取締役会　御中  

 監査法人トーマツ  

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 西松　真人　　印

 
指定社員

業務執行社員
 公認会計士 石倉　平五　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社テスクの平

成20年４月１日から平成21年３月31日までの第35期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月

31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四

半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財

務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することにあ

る。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社テスクの平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四

半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示し

ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

　（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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